
   

１．平成22年12月期第２四半期の連結業績（平成22年１月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成22年12月期の連結業績予想（平成22年1月1日～平成22年12月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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代表者        （役職名） 代表取締役社長 （氏名）松井 正 
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四半期報告書提出予定日 平成22年８月11日 配当支払開始予定日   － 

四半期決算補足説明資料作成の有無：無     

四半期決算説明会開催の有無      ：有（証券アナリスト向け）     

  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

22年12月期第２四半期  43,981  △0.5  716  －  1,033  －  146  －

21年12月期第２四半期  44,215  －  △1,111  －  △873  －  △4,019  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

22年12月期第２四半期  2  89  －      

21年12月期第２四半期  △79  26  －      

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

22年12月期第２四半期  79,144  36,406  44.7  698  01

21年12月期  74,612  36,266  47.3  696  06

（参考）自己資本 22年12月期第２四半期 35,392百万円 21年12月期 35,295百万円 

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

21年12月期  －        0 00 －      5 00  5  00

22年12月期  －        0 00

22年12月期（予想） －      5 00  5  00

  （％表示は、対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期  82,000  3.2  200  －  350  －  100  －  1  97



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．４ 「その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規      －  社 （ － ）、除外       － 社  （ － ） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：無 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開

示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今

後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。業績予想の前提、その他の関連する事項につきましては、

添付資料のＰ．３をご参照ください。  

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年12月期２Ｑ 52,143,948株 21年12月期 52,143,948株

②  期末自己株式数 22年12月期２Ｑ 1,438,596株 21年12月期 1,437,014株

③  期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期２Ｑ 50,706,075株 21年12月期２Ｑ 50,710,070株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、景気の持ち直しの動きが続いたものの、一方で成長ペース

が鈍化する兆しがみられるなど、本格的な回復には至らず厳しい状況で推移しました。 

当業界におきましても、雇用環境は依然として厳しく、また設備投資の抑制や各企業が先行きに対して慎重な

姿勢をくずしていないことから、引き続き厳しい状況で推移いたしました。 

このような経営環境のもと、当社グループは、企業の原点である「顧客第一主義」に立ち返り、独創的な新製

品開発とオンリーワン製品の重点販売に注力するとともに、ソリューション型営業とトータル受注による効率性の

高い営業活動を行い、新しい市場の開拓に取り組みました。また一方で、今後の需要回復期に備え、中長期的な課

題や、収益性を重視した抜本的な事業構造改革にも取り組むとともに、徹底した無駄の排除とコストの削減に努め

「強靭な体質」に変革すべく取り組んでまいりました。 

これらの結果、当社グル－プの当第２四半期連結累計期間の売上高は439億81百万円（前年同期比0.5％減）と

なりました。損益面につきましては、徹底したコストの削減により、営業利益は７億16百万円（前年同期は11億11

百万円の損失）、経常利益は10億33百万円（前年同期は８億73百万円の損失）となりました。四半期純利益は保有

有価証券の時価の下落等に伴い有価証券評価損６億61百万円を計上したこともあり、１億46百万円（前年同期は40

億19百万円の四半期純損失）となりました。 

当社グループの事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。  

[オフィス関連事業] 

この事業につきましては、首都圏や主要都市での新築需要、移転需要、リニューアル需要に対して、多様化す

るワークスタイルへの対応や地球環境に配慮した商品を提供し、セキュリティに関するコンサルティング力を強化

したソリューション型営業活動に努めました。また、厳しい経営環境下で高まる顧客企業の経費削減ニーズに対応

した、オフィスコスト削減と省エネ、省資源が両立する「エコオフィス」構築の提案活動を展開いたしました。 

新製品の「エピオス」と「トルテ」は、多機能ながらも低価格でコストパフォーマンスに優れたオフィスチェ

アです。発売以来、市場から非常に高い評価をいただき、大口受注をいただくなど、順調に売上を伸ばしていま

す。このような商品を中心に販売促進活動を展開し需要獲得に取り組みましたが、この事業の売上高は254億25百

万円（前年同期比1.3％減）となりました。 

損益面につきましては、競争激化による販売価格の下落などのマイナス要因もありましたが、売上原価、販売

費及び一般管理費などあらゆるコスト削減に努めました結果、営業利益は11億90百万円（前年同期比1,920.9％

増）となりました。 

[設備機器関連事業] 

この事業につきましては、日本初の人体通信エントランスシステムを発売するなど、独創的な差別化製品の開

発と市場投入の継続及びオフィス関連事業との相乗効果を図るトータルソリューション提案に努めてまいりまし

た。 

また、平成22年３月11日に当社と株式会社ダルトンは資本提携を決定し、将来の研究施設機器事業の強化、拡

大を図る成長戦略への取り組みをスタートさせています。 

この事業の売上高は163億15百万円（前年同期比1.8％増）となりました。  

損益面につきましては、売上原価、販売費及び一般管理費などあらゆるコストの削減により利益確保に努めま

したが、営業損失は５億28百万円（前年同期は12億42百万円の損失）となりました。  

[家庭用関連事業] 

この事業につきましては、主力の学習家具事業でデザイン面での独自性と機能面の完成度を高めた高付加価値

商品中心にラインアップを絞り込み、採算を重視した適正規模へ向けた事業展開を図り、高価格帯の学習チェアの

新製品「トワイス」が売上を伸ばしましたが、景気後退による個人消費の落ち込みの影響をうけ、この事業の売上

高は17億14百万円（前年同期比10.3％減）となりました。  

損益面につきましては、様々な業務合理化などの努力を行った結果、営業利益は６百万円（前年同期比79.9％

減）となりました。  

[保守サービス関連事業] 

この事業につきましては、什器の修理や各種機器のメンテナンス等のサービスを行っております。連結子会社

の㈱イトーキテクニカルサービスが主体となり、当社グループの得意先を中心に積極的な営業活動を展開いたしま

した結果、この事業の売上高は５億25百万円（前年同期比1.5％増）となりました。  

損益面につきましては、販売費及び一般管理費などの削減により利益確保に努めました結果、営業利益は47百

万円（前年同期比20.3％増）となりました。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて45億32百万円増加し791億44百万円となり

ました。これは主に、投資有価証券が８億16百万円、建物及び構築物が４億93百万円減少しましたが、現金及び預

金が18億５百万円、受取手形及び売掛金が43億25百万円がそれぞれ増加したことによるものであります。 

負債合計は、前連結会計年度末に比べて43億91百万円増加し427億38百万円となりました。これは主に、支払手

形及び買掛金が26億65百万円、短期借入金が４億70百万円、長期借入金が８億17百万円それぞれ増加したことによ

るものであります。  

純資産は、前連結会計年度末に比べて１億40百万円増加し364億６百万円となりました。これは主に、利益剰余

金が１億７百万円減少しましたが、その他有価証券評価差額金が１億85百万円、少数株主持分が43百万円それぞれ

増加したことによるものであります。また、自己資本比率は44.7％となり、前連結会計年度末に比べて2.6ポイン

ト減少しております。 

  

②連結キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年度末に

比べ、28億68百万円の資金の増加があり109億56百万円となりました。これは、営業活動によるキャッシュ・フロ

－で13億69百万円、投資活動によるキャッシュ・フロ－で５億38百万円、財務活動によるキャッシュ・フロ－で９

億54百万円それぞれ資金が増加したことによるものであります。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りであります。  

（営業活動によるキャシュ・フロー） 

営業活動による資金の増加は13億69百万円（前年同期は20億57百万円の増加）となりました。この主なもの

は、売上債権の増加などがありましたが、税金等調整前四半期純利益、減価償却費の計上及び仕入債務の増加等に

よるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動による資金の増加は５億38百万円（前年同期は41億47百万円の減少）となりました。この主なもの

は、固定資産の取得による支出や投資有価証券の取得による支出はありましたが、定期預金の払戻による収入、投

資有価証券の償還による収入等によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動による資金の増加は９億54百万円（前年同期は67百万円の増加）となりました。この主なものは、配

当金の支払はありましたが、短期借入金の増加、長期借入金による収入等によるものであります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成22年７月26日に開示しました、「業績予想の修正に関するお知らせ」に記載した通り、平成22年２月17日

に公表いたしました予想数値から変更はありません。 

※業績予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

  

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

通  期 82,000百万円 200百万円 350百万円 100百万円
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 重要な該当事項はありません。 

   

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更 

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関

する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企

業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期

間に着手した工事契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工

事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を

適用しております。 

なお、これによる損益に与える影響は軽微であります。 

②企業結合に関する会計基準の適用   

当第２四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 平成20年12月26

日)、「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)、「「研究開発費等に係る

会計基準」の一部改正」(企業会計基準第23号 平成20年12月26日)、「事業分離等に関する会計基準」（企業

会計基準第７号 平成20年12月26日)、「持分法に関する会計基準」(企業会計基準第16号 平成20年12月26日

公表分)及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第10号 

平成20年12月26日)を適用しております。 

なお、これによる損益に与える影響はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

      該当事項はありません。  

   

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 11,502 9,697

受取手形及び売掛金 20,790 16,465

有価証券 174 272

商品及び製品 2,569 2,703

仕掛品 1,631 1,992

原材料及び貯蔵品 933 852

その他 1,108 996

貸倒引当金 △159 △163

流動資産合計 38,550 32,815

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 14,114 14,607

土地 7,706 7,710

その他（純額） 5,921 6,583

有形固定資産合計 27,742 28,901

無形固定資産   

のれん 33 39

その他 845 570

無形固定資産合計 878 609

投資その他の資産   

投資有価証券 6,362 7,178

その他 6,994 6,553

貸倒引当金 △983 △1,045

投資損失引当金 △400 △400

投資その他の資産合計 11,973 12,286

固定資産合計 40,594 41,797

資産合計 79,144 74,612

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 18,043 15,378

短期借入金 7,883 7,412

未払法人税等 288 144

賞与引当金 137 114

受注損失引当金 13 124

その他 3,846 3,497

流動負債合計 30,213 26,672
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

固定負債   

長期借入金 3,308 2,490

退職給付引当金 4,808 4,741

役員退職慰労引当金 56 68

製品自主回収関連損失引当金 321 560

リコール損失引当金 15 20

負ののれん 25 34

その他 3,987 3,758

固定負債合計 12,524 11,674

負債合計 42,738 38,346

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,277 5,277

資本剰余金 13,021 13,021

利益剰余金 17,896 18,003

自己株式 △937 △937

株主資本合計 35,258 35,365

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 214 29

為替換算調整勘定 △80 △100

評価・換算差額等合計 134 △70

少数株主持分 1,014 970

純資産合計 36,406 36,266

負債純資産合計 79,144 74,612
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 44,215 43,981

売上原価 30,384 29,801

売上総利益 13,830 14,179

販売費及び一般管理費 14,942 13,463

営業利益又は営業損失（△） △1,111 716

営業外収益   

受取利息 31 44

受取配当金 72 68

負ののれん償却額 8 9

受取賃貸料 129 136

受取保険金 113 72

その他 127 197

営業外収益合計 483 528

営業外費用   

支払利息 94 90

持分法による投資損失 31 11

減価償却費 56 55

その他 64 53

営業外費用合計 246 211

経常利益又は経常損失（△） △873 1,033

特別利益   

固定資産売却益 129 15

投資有価証券売却益 － 48

補助金収入 134 －

製品自主回収関連損失引当金戻入額 76 114

その他 1 31

特別利益合計 341 209

特別損失   

固定資産除却損 28 4

固定資産売却損 0 －

投資有価証券評価損 － 651

関係会社株式評価損 27 10

課徴金 － 128

その他 12 45

特別損失合計 67 839

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△599 403

法人税、住民税及び事業税 246 245

法人税等調整額 3,163 △36

法人税等合計 3,409 208

少数株主利益 9 47

四半期純利益又は四半期純損失（△） △4,019 146
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△599 403

減価償却費 1,627 1,475

のれん償却額 △2 △3

貸倒引当金の増減額（△は減少） △7 △66

賞与引当金の増減額（△は減少） △131 23

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △25 △11

受注損失引当金の増減額（△は減少） － △111

退職給付引当金の増減額（△は減少） △254 66

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △3 △11

製品自主回収関連損失引当金の増減額（△は減
少）

△529 △238

リコール損失引当金の増減額（△は減少） △0 △4

受取利息及び受取配当金 △104 △112

支払利息 94 90

持分法による投資損益（△は益） 31 11

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） － △47

有価証券及び投資有価証券評価損益（△は益） － 661

固定資産売却損益（△は益） △129 △15

売上債権の増減額（△は増加） 2,562 △4,318

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,157 417

仕入債務の増減額（△は減少） △2,207 2,664

その他 698 611

小計 2,176 1,482

利息及び配当金の受取額 91 113

利息の支払額 △85 △83

法人税等の支払額 △125 △142

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,057 1,369

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △231 △986

定期預金の払戻による収入 496 1,450

有形固定資産の取得による支出 △3,436 △440

有形固定資産の売却による収入 176 20

投資有価証券の取得による支出 △1,102 △241

関係会社株式の取得による支出 － △357

投資有価証券の売却による収入 － 272

投資有価証券の償還による収入 － 797

短期貸付金の増減額（△は増加） － △84

長期貸付金の回収による収入 － 53

その他 △48 54

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,147 538
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 833 178

長期借入れによる収入 － 1,400

長期借入金の返済による支出 △229 △302

配当金の支払額 △507 △253

少数株主への配当金の支払額 △10 △5

その他 △19 △62

財務活動によるキャッシュ・フロー 67 954

現金及び現金同等物に係る換算差額 △11 6

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,033 2,868

現金及び現金同等物の期首残高 12,212 8,087

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

284 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 10,463 10,956
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該当事項はありません。  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕           

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日） 

  
当第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

 （注）１．事業区分の方法 

市場及び販売方法等の類似性に基づいて４つのセグメントに区分しております。 

２．各事業区分の主な商品及び製品 

① オフィス関連事業……………事務用デスク及びチェア、収納家具、カウンター、パネル、金庫、オフィス

                              営繕、組立・施工等の物流サービス等 

 ② 設備機器関連事業……………建築間仕切、物流設備機器、商業設備機器、研究設備機器等 

 ③ 家庭用関連事業………………学習デスク及びチェア、書斎机、書棚、福祉・介護用品、その他小物家具等

 ④ 保守サービス関連事業………什器の修理、メンテナンス等 

３．会計処理の方法の変更 

    前第２四半期連結累計期間  

   第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５

日）を適用しております。 

  この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益は、「オフィス

関連事業」８百万円、「設備機器関連事業」78百万円、「家庭用関連事業」２百万円それぞれ減少しておりま

す。     
  

 〔所在地別セグメント情報〕   

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日）  

      本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報 

     の記載を省略しております。 
  
     〔海外売上高〕   

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

    海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。  
  

該当事項はありません。   

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
オフィス関
連事業 
（百万円） 

設備機器関
連事業 
（百万円）  

家庭用関連
事業 

（百万円）  

保守サービ
ス関連事業 

（百万円）  

計
（百万円） 

消去又は全
社 

（百万円） 

連結
（百万円） 

売上高               

(1）外部顧客に対

する売上高 
 25,755  16,030  1,911  517  44,215       -  44,215

(2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

 6  4       -  4  14  (14)       -

計  25,761  16,034  1,911  522  44,229  (14)  44,215

営業利益又は 

営業損失(△) 
 58  △1,242  32  39  △1,111  (0)  △1,111

  

オフィス関

連事業 

（百万円） 

設備機器関

連事業 

（百万円）  

家庭用関連

事業 

（百万円）  

保守サービ

ス関連事業 

（百万円）  

計 

（百万円） 

消去又は全

社 

（百万円） 

連結 

（百万円） 

売上高               

(1）外部顧客に対

する売上高 
 25,425  16,315  1,714  525  43,981  -  43,981

(2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

 5  5       -  3  14  (14)       -

計  25,431  16,321  1,714  528  43,995  (14)  43,981

営業利益又は 

営業損失(△) 
 1,190  △528  6  47  716  (0) 716

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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